
水
取
入
樋
管
埋
設
・
湛
水
池
の
構
築
等
多
様
な
土
木
工
事
を
経

験
し
た
。

俘
虜
生
活
の
間
ベ
ゴ
ワ
ー
ド
に
移
る
ま
で
は
旧
軍
隊
の
編
成

で
す
べ
て
の
行
動
を
し
て
何
ら
問
題
も
な
く
過
ご
し
た
が
、
ベ

ゴ
ワ
ー
ド
に
移
っ
て
か
ら
は
、
二
人
の
日
本
人
が
入
っ
て
来
て

共
産
主
義
を
説
き
、
第
二
の
祖
国
ソ
連
の
た
め
献
身
せ
よ
と
、

い
つ
帰
国
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
不
安
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
同
胞
を
追
い
立
て
、
ダ
モ
イ
を
■
に
駆
り
立
て
て
い
た
。
冷

静
に
彼
ら
の
言
動
を
観
察
す
れ
ば
、
ソ
連
政
府
の
策
謀
に
よ
る

日
本
人
の
思
想
改
革
と
苛
酷
な
ノ
ル
マ
の
完
遂
に
よ
る
疲
弊
し

た
ソ
連
の
復
興
の
目
的
完
遂
の
た
め
、
甘
言
に
乗
せ
ら
れ
躍
ら

さ
れ
て
い
る
輩
で
、
日
和
見
主
義
者
が
多
く
、
労
働
に
従
事
す

る
こ
と
も
な
く
、
汗
を
流
す
同
胞
の
上
に
胡
坐
し
て
思
想
改
革

と
苛
酷
な
労
働
を
強
要
、
六
十
万
余
の
日
本
人
を
苦
し
め
た
横

暴
は
誰
し
も
終
生
忘
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
末
、
大
隊
長
と
通
訳
外
若
干
名
と
別

れ
、
帰
還
の
た
め
貨
車
の
上
の
人
と
な
り
、
十
二
月
三
日
、
帰

還
船
遠
州
丸
（
復
員
二
千
三
百
人
）
に
よ
り
八
年
ぶ
り
に
日
本

の
土
を
踏
ん
だ
。

入
ソ
時
に
申
し
合
わ
せ
た
全
員
無
事
帰
国
さ
せ
る
約
束
は
、

私
よ
り
も
年
長
の
者
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。
二
十
年
八
月
四
日
召

集
の
軍
隊
生
活
の
経
験
も
乏
し
い
者
ば
か
り
が
お
互
い
に
励
ま

し
助
け
合
っ
て
過
ご
し
た
結
果
、
病
死
一
人
、
作
業
中
の
事
故

死
一
人
を
出
し
た
が
、
他
の
者
に
過
度
の
病
人
も
な
く
全
員
帰

国
出
来
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

復
員
後
五
十
一
年
、
苦
労
を
共
に
し
た
友
も
大
半
が
他
界
さ

れ
、
私
と
行
動
を
共
に
し
た
者
も
十
人
足
ら
ず
と
な
っ
た
。

異
国
の
地
に
眠
る
幾
多
の
霊
に
想
い
を
い
た
し
筆
を
お
き
ま

す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

静
岡
県
　
佐
藤
定
衛
　 

私
は
、
大
正
七
年
十
月
一
日
に
生
ま
れ
た
。
長
男
が
幼
か
っ

た
の
で
母
が
婿
を
取
り
家
を
継
い
だ
の
で
あ
る
が
、
私
が
生
ま

れ
た
頃
に
父
が
死
ん
だ
の
で
、
母
は
私
を
祖
母
に
預
け
て
他
村

に
嫁
い
で
し
ま
っ
た
。
祖
父
は
な
く
、
私
は
祖
母
に
育
て
ら
れ



た
。（

旧
）
中
大
見
村
八
幡
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
一
年
（
十

四
歳
、
三
月
二
十
五
日
卒
業
式
）
の
時
に
祖
母
が
死
に
、
も
う

駄
目
だ
と
思
い
学
校
を
や
め
、
そ
れ
か
ら
奉
公
に
出
て
色
々

や
っ
た
。
最
後
に
製
材
業
兼
木
箱
屋
（
今
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
）

。

十
七
歳
の
時
右
手
の
薬
指
と
小
指
を
怪
我
し
た
の
で
徴
兵
検
査

で
第
二
補
充
と
な
り
、
半
年
後
に
第
一
補
充
兵
名
古
屋
野
砲
隊

の
十
三
と
し
て
番
号
が
来
た
。
知
人
を
頼
り
に
上
京
、
軍
需
工

場
中
島
飛
行
機
株
式
会
社
に
思
い
が
け
な
く
入
社
で
き
た
。
飛

行
機
の
エ
ン
ジ
ン
作
業
だ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
三
十
日
召
集
令
状
、
昭
和
十
八
年
一
月

十
二
日
入
隊
、
大
雪
だ
っ
た
。
静
岡
県
・
愛
知
県
・
岐
阜
県
・

三
重
県
の
四
県
で
三
百
人
く
ら
い
召
集
の
中
か
ら
四
十
五
人
が

北
支
行
き
。
私
達
は
冬
服
、
後
の
人
達
は
夏
服
、
南
方
行
き
。

名
古
屋
に
十
日
い
て
二
十
二
日
出
発
。
朝
鮮
を
通
り
北
京
を
通

り
、
済
南
郊
外
の
張
店
の
野
砲
山
砲
の
秋
部
隊
二
個
中
隊
の
独

立
部
隊
で
、
私
達
十
五
人
は
山
砲
隊
に
配
属
と
な
る
。

六
ヵ
月
の
教
育
を
受
け
て
秋
部
隊
が
解
散
と
な
る
。
野
砲
隊

は
石
部
隊
に
な
り
南
方
派
遣
、
山
砲
隊
は
陣
部
隊
二
十
四
中
隊

転
属
と
な
り
、
門
頭
溝
方
面
で
移
動
中
隊
と
し
て
討
伐
等
の
任

務
だ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
、
北
支
方
面
軍
幹
部
教
育
学
校
（
見
習
士

官
一
カ
月
、
中
隊
長
十
五
日
、
大
隊
長
一
週
間
）
に
、
北
支
の

各
中
隊
か
ら
二
年
兵
の
一
選
抜
の
上
等
兵
一
人
ず
つ
、
教
育
員

と
し
て
盧
溝
橋
近
く
の
一
文
山
（
橋
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
）
山

上
の
学
校
に
中
隊
長
の
命
令
を
受
け
、
一
年
六
ヵ
月
い
て
本
隊

に
復
帰
命
令
。
本
隊
は
二
月
頃
に
満
州
に
行
っ
て
い
た
。
奉
天

（
現
在
の
藩
陽
）
市
内
通
遼
飛
行
場
跡
に
駐
屯
中
の
本
隊
に
復

帰
、
飛
行
機
も
な
く
模
型
が
並
ぶ
幕
舎
生
活
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
の
第
二
金
曜
日
、
十
日
頃
と
記
憶
す
る

が
、
出
発
命
令
で
午
後
六
時
ま
で
に
全
員
貨
車
に
乗
り
、
場
所

も
判
ら
な
い
所
で
砲
、
馬
、
弾
薬
を
下
ろ
す
。
壕
を
掘
っ
て
戦

闘
準
備
完
了
。
さ
れ
ど
終
戦
連
絡
も
取
れ
ぬ
ま
ま
、
話
だ
け
で

砲
、
弾
薬
を
山
に
埋
め
る
。
食
糧
、
衣
服
を
持
て
る
だ
け
持
っ

て
当
て
も
な
く
行
軍
し
、
山
中
で
テ
ン
ト
生
活
に
入
る
。
一
週

間
後
、
ソ
連
の
飛
行
機
に
発
見
さ
れ
奉
天
集
結
と
な
る
。
部
隊

は
解
散
せ
ず
、
武
装
解
除
だ
け
は
ソ
連
軍
の
命
だ
っ
た
。

満
州
に
は
、
日
本
軍
が
十
年
間
分
は
食
糧
が
あ
る
と
言
う
よ



う
に
、
カ
マ
ス
を
二
ッ
折
り
し
て
掛
け
て
粟
、
黍
、
高
粱
、
燕

麦
、
梅
、
岩
塩
な
ど
点
々
と
あ
っ
た
。
ソ
連
軍
の
命
に
よ
り
そ

れ
ら
を
奉
天
駅
前
に
集
め
る
。
私
達
に
付
い
た
ソ
連
軍
は
お
と

な
し
く
、
疑
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

一
週
間
く
ら
い
奉
天
に
い
て
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
腰
掛
け

も
な
い
の
で
カ
ン
パ
ン
の
箱
を
入
れ
腰
掛
け
に
し
た
。
た
し
か

ハ
ル
ビ
ン
あ
た
り
だ
と
思
う
、
日
本
人
の
引
揚
者
達
が
二
日
、

三
日
も
何
も
食
べ
て
い
な
い
と
言
う
の
で
カ
ン
パ
ン
を
分
け
て

や
っ
た
と
思
う
。
部
隊
長
が
、
ウ
ラ
ジ
オ
を
通
り
日
本
に
帰
し

て
く
れ
る
と
言
う
の
に
安
心
し
て
い
た
。
ソ
連
軍
は
貨
車
の
前

後
に
い
る
だ
け
で
、
わ
り
に
良
か
っ
た
。
私
達
は
武
装
解
除
だ

が
将
校
だ
け
は
軍
刀
を
持
っ
て
い
た
。
ど
こ
に
降
り
て
も
ま
た

貨
車
の
中
、
降
り
る
の
は
大
小
便
だ
け
だ
。

何
日
か
わ
か
ら
ず
チ
タ
か
ら
百
キ
ロ
余
り
北
東
の
ブ
カ
チ
ャ

チ
ャ
に
到
着
。
小
さ
な
炭
坑
町
は
囚
人
ば
か
り
が
暮
ら
す
刑
務

所
ら
し
く
、
建
棟
は
幾
つ
も
あ
っ
た
が
有
刺
鉄
線
張
り
で
四
隅

の
望
楼
か
ら
監
視
さ
れ
て
い
た
。
仕
事
は
炭
坑
と
工
場
の
鍛
冶

屋
。
炭
坑
は
一
炭
坑
か
ら
七
炭
坑
ま
で
あ
り
、
私
は
一
炭
坑
に

入
っ
た
。
八
時
間
毎
の
一
番
、
二
番
、
三
番
（
一
番
八
時
か
ら

四
時
ま
で
、
二
番
四
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
三
番
十
二
時
か
ら

朝
八
時
ま
で
）
を
一
週
間
毎
に
交
替
、
私
は
班
長
と
し
て
部
下

九
人
を
連
れ
て
作
業
に
従
事
し
た
。

食
事
は
飯
盒
に
粟
、
黍
、
高
粱
、
燕
麦
の
重
湯
だ
。
半
年
ぐ

ら
い
後
に
食
堂
が
出
来
て
食
券
が
渡
り
や
や
改
善
さ
れ
た
が
、

ノ
ル
マ
で
量
が
左
右
さ
れ
る
の
に
は
変
わ
り
な
い
。
仕
事
を
終

え
る
と
現
場
監
督
が
事
務
所
に
来
て
、
紙
片
に
そ
の
日
の
仕
事

量
を
一
人
一
人
記
入
し
て
、
監
視
兵
が
収
容
所
に
持
っ
て
い
く

と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
が
、
事
務
の
整
理
上
、
今
日
の
仕
事
量

は
一
週
間
後
だ
。
ノ
ル
マ
に
よ
っ
て
一
人
一
人
別
だ
が
、
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
記
入
し
か
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
当
初
所
長
が
「
日
本
人
は
仕
事
を
し
な
い
」
と

言
っ
た
理
由
が
判
っ
た
。
現
場
監
督
が
頭
を
は
ね
て
い
た
の

だ
。片

言
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
事
務
所
で
「
今
日
は
ト

ロ
ッ
コ
に
何
台
入
れ
れ
ば
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
達
成
に
し
て
く

れ
」
と
交
渉
し
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
達
成
。
し
か
し
食
は
少

な
く
仕
事
は
辛
く
、
足
に
石
炭
を
幾
度
落
と
し
た
か
し
れ
な

い
。
落
盤
し
た
と
言
い
足
を
引
き
ず
っ
て
医
務
室
に
行
く
。



二
、
三
日
休
養
し
て
は
ま
た
仕
事
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
死

か
怪
我
を
し
な
け
れ
ば
日
本
に
帰
れ
る
と
言
わ
れ
た
。
風
呂
は

月
に
二
回
、
シ
ャ
ワ
ー
と
蒸
し
風
呂
だ
。
南
京
虫
と
虱
に
は
悩

ま
さ
れ
た
。

寒
さ
は
朝
夕
の
点
呼
と
炭
坑
へ
の
往
復
で
、
帰
り
に
は
持
て

る
だ
け
石
炭
を
持
っ
て
来
る
の
で
、
室
の
中
は
日
夜
燃
や
し
て

い
て
寒
さ
は
な
い
。
寒
さ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
土
を
見
る
の

は
僅
か
三
～
四
ヵ
月
。
九
月
か
ら
三
月
、
四
月
頃
ま
で
零
下
四

〇
度
前
後
の
毎
日
。
寒
さ
と
重
労
働
、
栄
養
失
調
で
日
に
三

人
、
五
人
と
斃
れ
、
夕
食
終
え
て
朝
に
な
っ
て
み
れ
ば
寝
た
き

り
で
死
ん
で
い
る
人
も
い
た
。
松
林
に
三
十
人
、
五
十
人
と
穴

掘
り
要
員
を
出
す
が
、
凍
土
は
ツ
ル
ハ
シ
も
寄
せ
付
け
ず
、
枯

れ
枝
を
集
め
燃
や
し
て
掘
る
。
一
人
用
の
穴
に
四
、
五
日
は
か

か
る
。
十
日
後
に
自
分
の
掘
っ
た
穴
に
入
る
人
も
い
る
。
第
一

収
容
所
千
二
百
人
中
五
百
人
強
が
死
亡
、
第
二
収
容
所
二
千
人

中
八
百
五
、
六
十
人
が
他
界
。
落
盤
に
よ
る
死
者
は
少
な
く
、

五
十
六
人
だ
。
ほ
と
ん
ど
が
栄
養
失
調
だ
っ
た
。
私
は
坑
内
ガ

ス
で
心
臓
を
や
ら
れ
て
地
上
に
出
て
、
大
工
の
経
験
が
あ
っ
た

の
で
鍛
冶
屋
の
ハ
ン
マ
ー
の
柄
を
作
る
作
業
を
や
る
。
片
手
ハ

ン
マ
ー
一
日
三
十
本
、
前
打
ち
は
一
日
十
五
本
作
る
。
松
木
な

の
で
一
日
に
三
日
分
も
作
れ
、
楽
し
か
っ
た
。

帰
る
半
年
前
に
足
は
む
く
み
体
は
痩
せ
病
院
に
入
る
。
収
容

所
の
中
は
二
、
三
十
人
で
、
休
養
の
た
め
で
、
治
れ
ば
ま
た
作

業
だ
。
午
前
と
午
後
に
所
長
と
日
本
軍
医
が
見
に
来
る
。
毎
日

何
と
か
し
て
く
れ
と
言
っ
た
た
め
か
、
患
者
の
炊
事
作
業
に
入

れ
て
も
ら
っ
た
。
三
人
だ
っ
た
。
自
分
で
炊
事
を
す
る
の
で
食

に
不
自
由
は
な
い
、
一
命
を
永
ら
え
た
。

昭
和
二
十
一
年
暮
れ
に
ス
タ
ー
リ
ン
大
統
領
か
ら
、
ソ
連
に

早
く
来
た
収
容
者
、
ま
た
重
労
働
、
共
産
党
に
反
対
の
収
容
者

は
帰
れ
と
通
報
が
あ
り
、
私
達
収
容
者
は
九
月
入
所
、
重
労

働
、
共
産
党
、
三
つ
が
当
て
は
ま
り
帰
国
命
令
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
春
、
四
月
初
め
頃
と
思
う
、
ナ
ホ
ト
カ
着
。

朝
夕
、
日
本
共
産
党
が
赤
旗
振
り
、
歌
を
歌
わ
さ
れ
た
。
十
日

ぐ
ら
い
い
て
待
ち
に
待
っ
た
帰
還
船
信
洋
丸
が
来
た
。
ソ
連
抑

留
も
終
わ
っ
た
か
と
思
い
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。
乗
船
、
出

航
。舞

鶴
港
上
陸
は
四
月
中
旬
頃
と
思
う
。
帰
還
船
内
で
の
船
員

達
は
と
て
も
良
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
ソ
連
は
も
っ



と
乗
船
さ
せ
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
私
達
五
百
人
ぐ
ら
い
だ
。

千
人
は
乗
船
で
き
た
と
言
う
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
日
に
上
陸
。
ソ
連
の
汚
れ
た
服

だ
っ
た
の
で
旧
海
軍
の
新
服
を
も
ら
っ
た
。
舞
鶴
で
は
タ
バ
コ

が
バ
ラ
で
二
十
本
、
金
三
百
円
、
家
ま
で
の
汽
車
の
切
符
、
電

報
は
何
本
打
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

一
週
間
ぐ
ら
い
舞
鶴
に
い
て
臨
時
列
車
で
出
発
、
四
月
三
十

日
か
五
月
一
日
頃
と
思
う
。
京
都
か
ら
汽
車
で
五
十
分
ぐ
ら
い

手
前
の
園
部
駅
。
家
の
窓
か
ら
日
の
丸
を
振
っ
て
、
ホ
ー
ム
で

は
婦
人
会
の
人
た
ち
が
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
い
て
、
男
女
青

年
団
が
ツ
ツ
ジ
、
菜
の
花
の
束
を
皆
に
さ
し
て
く
れ
、
子
供
は

新
聞
を
く
れ
、
そ
の
後
青
年
団
が
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
歌
を
歌
っ

て
く
れ
た
。
感
無
量
だ
っ
た
。
良
き
思
い
出
に
な
っ
た
。

京
都
に
四
時
着
、
こ
こ
で
各
方
面
行
き
の
列
車
に
分
か
れ

て
、
そ
し
て
八
時
出
発
。
家
に
着
い
た
の
は
五
月
三
日
夜
だ
っ

た
。栄

養
失
調
で
三
島
市
国
立
病
院
に
通
い
、
八
月
に
結
婚
。
男

子
一
人
女
子
二
人
授
か
り
、
孫
も
出
来
、
今
は
曾
孫
も
い
る
。

昭
和
二
十
二
年
、
近
所
に
郵
便
局
が
あ
っ
た
の
で
十
月
二
十

五
日
入
局
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
退
職
。

私
の
人
生
は
長
か
っ
た
。
今
八
十
二
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。

抑

留

記
　 

滋
賀
県
　
白
井
末
一
　 

私
は
、
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て
熊
本
の
野

砲
兵
第
六
連
隊
補
充
隊
に
入
隊
し
た
。
そ
こ
で
二
ヵ
月
間
の
基

礎
教
育
の
後
渡
満
し
、
三
江
省
富
錦
県
富
錦
の
第
七
独
立
守
備

砲
兵
隊
に
転
属
し
た
。

第
一
期
の
初
年
兵
教
育
終
了
後
に
幹
部
候
補
生
を
志
願
し
、

選
抜
試
験
を
経
て
念
願
の
甲
種
幹
部
候
補
生
を
命
ぜ
ら
れ
て
、

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
日
、
豊
橋
陸
軍
第
一
予
備
士
官
学
校
に

入
校
し
た
。

八
月
十
四
日
同
校
を
卒
業
し
、
晴
れ
て
見
習
士
官
を
命
ぜ
ら

れ
、
再
び
原
隊
復
帰
し
富
錦
へ
帰
り
着
い
て
み
れ
ば
、
第
七
独

立
守
備
砲
兵
隊
は
富
錦
駐
屯
砲
兵
隊
に
改
編
増
強
さ
れ
て
い




